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専修大学社会体育研究所公開シンポジウム 2012
スポーツの力を考える「スポーツを通じた社会開発」
　ご紹介をいただきました鈴木寛でございま
す。今日は素晴らしいシンポジウムにお招き
いただきありがとうございました。
　まず皆さんに申し上げたいことがございま
して、お礼に参りました。お礼というのは、
久木留先生、および専修大学社会体育研究
所の先生方にお礼を申し上げに来ました。今
回、ロンドンオリンピックでメダルを 38 個獲
得しました。38 個というのは、日本のオリン
ピック史上最大の数になります。今までは 37
個でしたので、それを一つ上回ったのですが、
毎年出場する国の数が増えています、毎回出
場する選手が増えています。どんどんメダル
獲得が難しくなっているのですが、その中で、
38 個獲ることができました。これは、色々な
方々の努力の積み重ねですが、実は今回はロ
ンドンオリンピック強化 • タスクフォースとい
うものを文部科学省に設置していました。そ
して、私が本部長をつとめさせていただき、
前サッカー日本代表監督の岡田武さんにタス
クフォースのリーダーをやっていただきまし
た。
　その岡田さんが、最も信頼するスポーツ情
報戦略のメンバーとして選んだのが久木留先
生でした。今回は最高メダル数を取りたいと
思っていたので、久木留先生は専修大学での
お仕事もたくさんあるとは思いましたが、「日
本がメダルを獲るにあたり力を貸してくださ
い」と無理を言ってお願いした次第です。
　文部科学省には久木留先生の机と椅子が
あります。大学の先生で文科省に椅子と机
が用意されたのはおそらく久木留先生だけで
しょう。専修大学で久木留先生の御立場に
何かあれば、その責任はすべて私にあります
から、お許しをいただきたいと思います。
　久木留先生は文科省で何をしていたかと言
うと、これまでそれぞれの国内競技団体（ナ
ショナルフェデレーション ,NF）、そして国際
競技団体（IF）にあるノウハウや情報を縦断
的かつ横断的に分析していらっしゃいました。
久木留先生は日本レスリング協会にも所属
し、素晴らしい活動をしていただいています。
専修大学のレスリング部には、馳浩先生（衆
議院議員）がいらっしゃいます。毎日の活動、
そしてナショナルの強化。これらはものすご
く重要なことです。それと同時に、スポーツ
医 • 科学 • 情報面からのサポ トーを総合的に
実施することも重要になります。例えば、ス
ポーツ医学っていうのがものすごく大事です。
これから出てきますが、スポーツ心理学もも
のすごく大事ですね。あるいは、スポーツ栄
養学、これも大事。それから、なんといって
も情報分析、戦略立案、こうしたことを一つ
の競技だけではなく、あらゆる競技に横断し
て行うことが重要になりました。これらを総合
的に行う「マルチサポ トー事業」を、今回初
めてロンドンオリンピックに向けて国の事業と
して立ち上げました。
　その拠点となったのが味の素ナショナルト
レーニングセンター（NTC）です。北区西が
丘の国立スポーツ科学センターに隣接する施
設です。レスリング、ウエイトリフティング、
柔道、水泳、卓球、フェンシング、バレーボー
ル等々が、NTC を拠点として強化につとめま
した。この中でスポーツ医 • 科学 • 情報の力
を利用しました。
　前回の北京オリンピックと決定的に違うと
ころはこの点でした。科学、インテリジェンス、
知性といった分野にも目を向けて強化したの
です。スポーツというものは体力、精神力も
大事です。と同時に、知力。この三つが全部
かみあい、うまくいってこそ好循環になるの
です。この 4 年間の、これまでの体力、精神
力にくわえて知力という要素を導入すること
ができました。その中心メンバーが久木留先
生だったのです。
　そしてもう一つ、強化方針を変えたことが
あります。我々がオリンピックでメダルを獲れ
そうな、つまり3、4、5 位の選手が、どの競
技にどれ位いるのか、また、1 位、２位といっ
た世界水準の実力の選手がどれだけいるのか
を調べてリストにしました。この「強化リスト」
は日本で 6 人しか持っていません。
　本日ネタを公開しますが、これを作ってく
ださったのが久木留先生です。この 6 人しか
持っていない強化リスト、強化委員長だった
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私や岡田監督がみていました。一緒に共有し
て、有効なメリハリ、限られた資金をどこに、
どのタイミングで重点的に使うか、どこに導
入するかを、綿密な分析と戦略でもって考え
ました。久木留ペーパーというのがあるので
すが、このペーパーに基づいて行いました。
私も、オリンピック後半ロンドンに入りまして、
先生から進捗状況を聞きました。「今ここまで
できています、あとこことここを押さえればな
んとか、いけそうです」というやり取りをして
いました。しかし、最終的に戦うのは選手で
あり、それを支えるコーチ達でした。チーム
の心を一つにして、みんなでチームジャパン
としてオリンピックでのメダル獲得につなげ
ていただきました。
　もちろんメダルを獲るのに頑張っているの
は選手の皆さんです。そして、コーチの方々、
家族の皆さん、そして送り出すチームの皆さ
んです。同時に、今回申し上げたかったこと
は、大学や研究所もチームの中にいるという
ことです。サポ トーする側のチームです。サ
ポ トーチームの皆さんが医療、栄養、画像分
析などを担当していたのです。今回はそういっ
たつながりがうまくいきました。最後まで冷
や冷やでしたが、最後に女子バレーが銅メダ
ルを獲ってくれるなど、我々も一喜一憂して
いました。サッカー男子が 4 位になって悔し
いなど。そういうサポ トーや我々のような裏方、
全部含めてチームになるので、そういうこと
を体感させてもらいました。
　その基軸となってくださったのが久木留先
生です。そういう先生と一緒に学生生活を送
れることは幸せですね、ということをお伝えし
たいと思いましてやってきました。
　色々な幸運は、重ならないとうまくいかな
いんですね。天の利、地の利、人の利、全て
がないとうまくいかないものです。それを、揃
えたものの一つとしてスポーツ振興法があり
ます。1964 年に作られました。東京オリンピッ
クの年です。
　2020 年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク招致委員会の理事をしている橋本聖子さん
も 1964 年生まれです。1964 年、私も記憶
がありません。東京オリンピックが行われた
という記録しか知りません。その東京オリン
ピックが開催された 3 年前、1961年に日本は
スポーツ振興法というものを作り、1964 年に
オリンピックを開催しました。それから 50 年、
同じ月に、偶然ですが、スポーツ基本法を超
党派で成立させることができました。今日は、
そのエッセンスを申し上げますが、改正のポ
イントの一つは、スポーツ振興法を基本法に
変えたことです。それから、スポーツのコア
ということを、シンポジウムでもやってきたと
思いますが、スポーツの持っている価値、ス
ポーツ振興法の頃は、単に「国威発揚」といっ
た、そういうものにスポーツを使っていました。
それの否定はしません。しかし今回のスポー
ツ基本法はそんな単純なものではなく、色々
な意味を含んでいます。特にスポーツ権です
ね。スポーツをする権利、スポーツを観る権
利、スポーツを支える権利。こういうスポー
ツを権利として考えていこうということを重視
したのです。スポーツを何のためにやるのか、
何のために振興するのか。スポーツを通じて
皆さんが幸せで豊かな生活を営むために、ス
ポーツがど真ん中にある、ということです。
　憲法 25 条があります。健康で文化的な国
民生活を実現するということですね。これは、
社会権です。健康と文化が交わる、集合す
る、健康と文化のど真ん中にあるのがスポー
ツなのです。社会権を実現するために、スポー
ツがど真ん中にあり続けていこうということで
す。そういうことの中から、もうひとつのキー
ワ ドーとして好循環があります。これまでは
トップアスリー ト、金メダルを目指す人を推進
するのか、それとも地域スポーツ、老若男女
が楽しむ生涯スポーツ、これを振興するのか
どっちなのか、そういう話がありました。答え
は、どちらも、です。トップアスリー トが活躍
することで日本中が盛り上がる、日本の子ど
もたち若者たち、お年寄りももう一度スポー
ツやってみようかな、と思うでしょう。トップ
アスリ トーが活躍すると裾野が広がります。
そして、裾野が広がると、強くなるんですね。
強い選手は小学生の頃から、中学生の頃から、
トップを目指します。そういう人が多ければ多
いほど競技全体も強くなります。そして、そ
の目指す子供たちが、いい指導者にいち早く
会えます、そして計画的な、切れ目のない指
導を受ければ、トップアスリー トを目指す層が
厚くなる。層が厚くなると、強くなる。そして
また、トップアスリ トーが活躍すると裾野が
広がる。こういう循環になるのです。
　もちろん、この中にはセカンドキャリアはど
うなるんだ、という問題もありますが、基本
的にはこういうことです。
　この好循環のもう一つのポイントとして、
スポーツ振興法について 1990 年代くらいま
では、日本のスポーツを担ってくれた大きな
二つの存在があります。一つは企業、実業団
スポーツです。それともう一つは、学校スポー
ツです。1990 年代に入って、企業が不況に
なってきます。実業団の廃部が続きます。こ
れがスポーツ振興の危機の一つです。学校
教育、クラブというのがありますが、今は少
子化で子供が少なくなっています。１学年に
2クラス、場合によっては1クラス。そうすると、
一つの中学校で野球部もサッカー部もバレー
部も……と多くのクラブを揃える事が出来な
くなってきています。それと少子化で、体育
の先生になる人の数が減ります。こうすると、
部活ができない。たまたまある地域に生まれ
てしまったら、やりたい種目がないスポーツク
ラブばかりだった。これではスポーツの権利
が実現されないわけですね。
　どんな地域に育っても、どんな家庭に生ま
れてもスポーツができる環境を作る、これも
スポーツをする権利です。そのためには、学
校だけでは十分ではない。もちろん学校もこ
れからどんどん活用しますが、もっと広い地
域、中学校、市単位の総合型スポーツクラ
ブ、そこに行けばいろんな種目ができる。企
業と学校が中心となっていたスポーツが、こ
うしたコミュニティの中のクラブにも担い手
になってもらいたい。しかし、その時、クラ
ブだけでは負担が大きい。そこで注目したの
が大学です。大学には素晴らしい人材、ノウ
ハウがあります。専修大学の社会体育研究
所の持っている、メダル戦略と、そのスポー
ツ戦略案は世界レベルです。大学はいろいろ
なファシリティを持っています。こういったス
ポーツを担う場所、環境づくりを 50 年ぶりに
見直していかなければいけませんね、と議論
をしているところです。そして、それを束ねる
役所としてスポーツ庁を作ろうといった議論
が、50 年ぶりに法律まで変わって、その一巡
目の今年、ロンドンオリンピックで華 し々い再
スタ トーを切れて、そして今、2020 年のオリ
ンピック・パラリンピック招致に向けて頑張っ
ています。
　今、日本人が心を一つにできるものはそう
多くはありません。その大事なものの一つが
スポーツです。そういう意味で、オリンピック・
パラリンピック招致をやっていきますし、これ
からスポーツ政策をもっと社会の中心に置き、
国家戦略に位置付けていこうということで頑
張っているところです。これで私の基調講演
にかえさせていただきます。
